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市
と
市
商
工
会
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、

7
月
18
日
か
ら
「
安
曇
野
市
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
」
を
１
万
セ
ッ
ト
限
定

で
発
行
し
ま
す
。
こ
の
券
は
、
1
セ

ッ
ト
１
万
円
で
2
千
円
分
の
特
典
付

き
。
千
円
券
12
枚
つ
づ
り
で
、
取
扱

店
登
録
し
た
店
舗
で
利
用
で
き
ま

す
。
12
枚
の
う
ち
、
6
枚
は
大
型

店
で
も
利
用
で
き
る
共
通
券
と
な
り
ま

す
。有
効
期
限
は
来
年
１
月
11
日
で
す
。

販
売
場
所
は
、
安
曇
野
市
商
工
会

豊
科
支
所
、
穂
高
支
所
、
堀
金
支
所
、

三
郷
支
所
、
お
よ
び
市
役
所
明
科
総

合
支
所
。
１
人
（
小
学
生
以
上
）
5

セ
ッ
ト
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

詳
細
は
次
号（
7
月
8
日
発
行
号
）

で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

～ 

取
扱
店
舗
を
募
集 

～ 

券
の
取
扱
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
手
数
料
は
商
工
会
員
が
１
％
、

非
会
員
は
3
％
。
商
工
会
各
支
所
に

備
え
付
け
の
用
紙
で
申
請
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
市
商
工
会

　
（
87・９
７
５
０	

72・８
４
９
１
）

■
20
％
の
特
典 

「
安
曇
野
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」 

　

市
地
域
公
共
交
通
会
議
兼
協
議
会

（
会
長
・
平
林
伊
三
郎
市
長
）
が
5

月
29
日
、
県
安
曇
野
庁
舎
で
開
か
れ
、

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
あ
づ
み
ん
」
の

昨
年
度
の
運
行
状
況
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
1
日
あ
た
り
の
平
均
利

用
者
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
度
は
３
５

１
人
で
、
19
年
度
を
64
人
上
回
っ
て

お
り
、
利
用
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
訳
を
み
る
と
、
性
別
で
は
女
性

が
78
・
1
％
を
占
め
、
年
代
別
で
は
、

70
代
以
上
の
利
用
者
が
全
体
の
67
・

4
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
女
性
の
利
用
者
、
高
齢
の
利
用

者
が
多
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の

地
域
別
の
割
合
は
、
豊
科
が
26・4
％
、

穂
高
が
28
・
8
％
、
三
郷
が
10
・
6
％
、

堀
金
が
18
・
9
％
、
明
科
が
14
・
7

％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
企
画
財
政
部
企
画
政
策
課
は
、

「
利
用
方
法
に
も
慣
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
に
合
わ
せ
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
。
電
話
番
号
の
掛
け
間
違
い
に

ご
注
意
い
た
だ
き
な
が
ら
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

■
デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
づ
み
ん
」
の
利
用
者
が
増
加

地域公共交通会議兼協議会（5/29 県安曇野庁舎）

　

旧
有
明
保
育
園
か
ら
分
園
化
し
、

こ
の
4
月
に
新
た
に
開
園
し
て
い
た

「
有
明
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
」
で
5
月

20
日
、
し
ゅ
ん
工
式
が
行
わ
れ
、
関

係
者
や
園
児
が
く
す
玉
を
割
っ
て
祝

い
ま
し
た
。

　

新
園
舎
に
は
県
産
材
の
木
材
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
木
の
香
り
が
漂

う
中
で
平
林
市
長
は
、「
園
の
名
前

も
地
域
と
保
護
者
の
発
案
で
、
一
体

感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
も
な
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

保
護
者
会
長
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
、太
田
好
美
さ
ん（
穂
高
有
明
）は
、

自
分
が
有
明
保
育
園
に
通
っ
て
い
た

こ
ろ
の
思
い
出
を
交
え
な
が
ら
、「
こ

の
新
し
い
園
で
、
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
子
ど
も

た
ち
に
話
し
掛
け
ま
し
た
。

　

有
明
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
は
、
穂
高

西
中
学
校
の
北
に
総
事
業
費
５
億
６

７
０
０
万
円
余
り
で
新
築
さ
れ
、
県

か
ら
の
補
助
金
や
一
般
財
源
の
ほ
か

合
併
特
例
債
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
有
明
保
育
園
の
敷
地
に

新
築
し
て
い
る「
有
明
の
森
保
育
園
」

は
こ
の
秋
に
完
成
予
定
で
す
。

■
穂
高
有
明
に
「
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
」
が
完
成

名前どおりの「あおぞら」がしゅん工を祝福

園児も一緒にくす玉割り

　

市
が
発
行
し
て
い
る
「
広
報
あ
づ

み
の
」
は
こ
の
た
び
、
平
成
21
年
全

国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
（
社
団
法
人
日

本
広
報
協
会
主
催
）
の
市
の
部
で
、

特
選
に
次
ぐ
1
席
に
入
選
し
ま
し

た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
自
治

体
の
広
報
技
術
の
向
上
を
目
的
に
毎

年
開
か
れ
る
も
の
で
、
平
成
20
年
中

に
発
行
し
た
広
報
媒
体
を
対
象
に
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
広
報
協
会
に
よ
る
と
、
県
内
か

ら
応
募
し
た
「
市
の
部
」
で
は
、
過

去
最
高
位
。
親
子
、
地
域
と
の
信
頼

関
係
を
テ
ー
マ
に
し
た
特
集
「
ふ
れ

あ
い
の
あ
し
た
」
や
連
結
決
算
な
ど

の
公
表「
市
の
財
政
状
況
を
探
る
！
」

な
ど
を
掲
載
し
た
20
年
12
月
号
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
も

ち
ろ
ん
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

活
動
を
掲
載
す
る
予
定
で
、
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
た
め
に
役
立
つ
紙
面

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
「
広
報
あ
づ
み
の
」
が
全
国
の
市
部
門
で
１
席


